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園
民
政
府
成
立
期
の
海
闘
行
政
と
日
・
英

久

イ呆

亨

は

じ

め

に

一
ア
グ
レ
ン
の
穂
積
務
司
罷
菟

二
代
行
エ
ド
ワ
ー
ド
の
正
式
任
命
策
動

三

メ

l
ズ
の
線
税
務
司
就
任

お

わ

り

に
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t土

め

じ

近
代
中
園
史
上
、
海
闘
行
政
の
あ
り
方
は
、
中
園
及
び
諸
外
園
の
財
政
上
経
済
上
の
利
権
が
絡
み
あ
う
大
き
な
問
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
海
闘
で
徴
牧
さ
れ
る
関
税
は
、
中
央
政
府
直
轄
下
の
税
牧
と
し
て
盟
税
と
並
ぶ
二
大
財
源
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
大
牢
が
外
債
償
還
費

(
1〉

に
充
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
列
強
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
重
要
な
税
牧
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
園
の
封
外
貿
易
の
全

貌
と
開
港
地
を
中
心
と
す
る
経
済
活
動
を
掌
握
す
る
上
で
、
海
闘
が
卓
越
し
た
位
置
を
保
っ
て
い
た
こ
と
も
附
け
加
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ

う
。
日
英
雨
園
を
初
め
と
す
る
列
強
が
、
海
闘
行
政
に
劃
す
る
影
響
力
の
保
持
を
常
に
重
視
し
て
お
り
、
最
高
責
任
者
た
る
海
開
線
税
務
司
の

地
位
も
一
九
世
紀
半
ば
の
創
設
以
来
一
貫
し
て
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
の
裏
に
は
、
そ
う
し
た
背
景
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
園
民
族
主
義
の
高
ま
り
と
い
う
時
代
の
襲
化
の
波
は
、
こ
の
海
闘
行
政
に
も
ひ
た
ひ
た
と
押
し
寄
せ
つ
つ
あ
っ
た
。
従



来
、
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
線
税
務
司
人
事
を
め
ぐ
る
一
九
二

0
年
代
末
の
複
雑
な
紛
糾
も
、
そ
の
ひ
と
つ
の
現
れ
で
あ

(

2

)

 

る
。
す
な
わ
ち
一
九
二
七
年
一
月
、
北
京
政
府
よ
り
第
三
代
線
税
務
司
ア
グ
レ
ン
に
射
し
罷
菟
命
令
が
渡
せ
ら
れ
、
結
局
、
休
職
扱
い
と
な
っ

て
、
そ
れ
ま
で
線
税
務
司
の
秘
書
を
務
め
て
い
た
エ
ド
ワ
ー
ド
が
、
同
年
二
月
に
綿
税
務
司
代
行
に
任
命
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
エ
ド
ワ
ー
ド

も
、
つ
い
に
正
式
の
締
税
務
司
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
ら
僻
任
す
る
事
態
に
遣
い
込
ま
れ
、
最
移
的
に
は
メ

l
ズ
と
い
う
人
物
が
、
一
九

二
九
年
一
月
、
南
京
園
民
政
府
に
よ
っ
て
第
四
代
の
線
税
務
司
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

(

3

)

 

以
上
の
政
策
決
定
過
程
を
、
本
稿
は
主
に
日
英
両
園
の
外
交
文
書
に
依
っ
て
詳
細
に
解
明
す
る
。
そ
の
結
果
は
、
園
民
革
命
期
か
ら
園
民
政

府
成
立
期
に
か
け
て
の
中
園
民
族
主
義
の
高
ま
り
と
、
そ
れ
に
劃
す
る
日
英
商
圏
の
協
調
と
封
立
が
絡
み
あ
っ
た
複
雑
な
展
開
を
垣
間
見
せ
る

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
北
京
政
府
と
南
京
園
民
政
府
の
歴
史
的
性
格
を
論
じ
る
た
め
の
重
要
な
事
例
の
一
つ
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

ア
グ
レ
ン
の
綿
税
務
司
罷
兎

'-'-97ー

(

4

)

 

一
九
二
七
年
一
月
一
二
一
目
、
北
京
政
府
は
、
突
如
と
し
て
海
開
線
税
務
司
ア
グ
レ
ン
の
罷
兎
を
護
表
し
た
。
こ
の
決
定
は
、
二
月
一
日
か
ら

の
質
施
を
珠
定
さ
れ
て
い
た
二
・
五
%
闘
税
附
加
税
の
徴
牧
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
嘗
時
、
南
方
の
園
民
政
府
が
園
民

革
命
の
高
揚
を
背
に
二
・
五
%
関
税
附
加
税
の
徴
牧
を
強
行
し
て
い
っ
た
の
に
績
き
、
北
京
政
府
も
ま
た
こ
の
財
源
を
獲
得
し
よ
う
と
徴
牧
の

準
備
を
進
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
時
の
線
税
務
司
ア
グ
レ
ン
は
、
海
闘
行
政
が
混
飢
し
公
債
償
還
基
金
に
充
賞
さ
れ
て
い
る
関
税
牧
入
も
危
う

く
な
る
、
と
し
て
、
附
加
税
徴
牧
に
閲
す
る
北
京
政
府
の
指
示
に
従
お
う
と
せ
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
濁
自
に
園
民
政
府
と
の
関
係
調
整
を
企
て

(
5〉

て
武
漢
に
赴
き
、
北
京
政
府
の
鯖
京
命
令
す
ら
も
な
か
な
か
聞
き
入
れ
よ
う
と
は
し
な
い
扶
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
外
債
償
還
基
金

財
源
の
確
保
を
最
優
先
す
る
ア
グ
レ
ン
と
、
政
府
自
身
の
財
政
牧
入
が
切
迫
し
て
い
た
北
京
政
府
と
の
聞
に
は
、
そ
れ
ま
で
に
も
し
ば
し
ば
確

〈

6
〉

執
が
生
じ
て
い
た
、
と
い
わ
れ
る
。
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ア
グ
レ
ン
の
罷
兎
は
二
つ
の
方
面
か
ら
、
強
烈
な
反
援
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
圏
内
金
融
界
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
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綿
税
務
司
更
迭
と
の
観
測
が
流
れ
た
段
階
で
、
上
海
銀
行
公
舎
と
鎮
業
公
舎
は
「
公
債
基
金
が
動
揺
す
る
と
の
誤
解
が
生
ま
れ
、
金
融
恐
慌
に

(

7

)

 

陥
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
し
て
、
組
税
務
司
更
迭
に
反
劃
す
る
意
志
を
表
明
し
て
い
た
。
さ
ら
に
罷
菟
令
の
翌
日
、
北
京
政
府
外
交
縮
長
の
顧
維

鈎
を
訪
れ
た
中
園
銀
行
綿
経
理
の
張
公
権
は
、
き
わ
め
て
巌
し
い
員
創
な
態
度
で
こ
う
述
べ
た
と
い
う
。
「
線
税
務
司
の
罷
兎
は
、
前
代
未
聞

の
行
魚
で
あ
り
、
全
園
の
金
融
市
場
、
特
に
上
海
の
金
融
市
場
に
お
い
て
、
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
今
朝
か
ら
上
海
褒

(
8〉

の
電
報
が
あ
い
つ
い
で
お
り
、
政
府
に
よ
る
ア
グ
レ
ン
罷
菟
へ
の
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
る
」
。
す
な
わ
ち
、
海
開
制
度
の
動
揺
が
関
税
牧
入
の

減
少
を
も
た
ら
し
、
関
税
を
償
還
基
金
と
す
る
債
務
の
償
還
が
滞
る
、
と
い
う
事
態
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
、
市
場
の
反
麿
に
よ
っ
て
は
公
債
の

取
引
債
格
が
大
幅
に
下
落
し
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
多
額
の
公
債
を
保
有
す
る
中
園
の
銀
行
に
封
し
重
大
な
損
失
を
興
え
る
恐
れ
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

王
克
敏
な
ど
、

今
回
の
措
置
に
つ
い
て
は

本
来

北
京
政
府
と
の
財
政
上
の
関
係
が
強
か
っ
た
華
北
財
界
の
貫
力
者
た
ち
も
、

其
ノ
善
後
策
ニ
窮
ス
ル
ヤ
、

羅
文
幹
(
税
務
庭
督
緋
)
及
湯
爾
和

「
事
前
ニ
何
等
ノ
相
談
ナ
ク
突
然
『
ア
グ
レ
ン
』
菟
職
令
ヲ
震
表
シ
置
キ
、

(
財
政
総
長
)
ハ
自
分
ヲ
来
訪
シ
一
意
一
見
ヲ
求
メ
タ
ル
ニ
付
、
一
該
命
令
護
表
前
ナ
ラ
ハ
何
ト
カ
解
決
ノ
良
法
ヲ
考
究
ス
ル
払
跡
地
ア
リ
シ
モ
、

(
9〉

ト
一
躍
回
答
シ
置
ケ
リ
」
と
、
大
き
な
不
満
を
漏
ら
し
て
い
た
。

- 98ー

今
日

ニ
至
リ
意
見
ヲ
求
メ
ラ
ル
ル
モ
致
シ
方
ナ
シ
、

以
上
の
よ
う
な
金
融
界
か
ら
の
反
射
に
加
え
、
さ
ら
に
北
京
政
府
の
立
場
を
困
難
な
も
の
に
さ
せ
た
の
は
、
列
強
の
足
並
み
を
合
わ
せ
て
の

抗
議
で
あ
っ
た
。
こ
の
抗
議
は
二
月
七
日
、
英
米
併
日
伊
蘭
の
六
箇
園
公
使
の
連
名
で
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
①
附
加
税
徴
牧
の
強
行
は

「
現
に
存
在
し
有
数
に
機
能
し
て
い
る
海
開
制
度
を
危
機
に
陥
れ
る
」
、
②
職
務
権
限
外
の
理
由
に
よ
っ
て
綿
税
務
司
を
突
然
に
罷
菟
す
る
こ

と
(
附
加
税
徴
牧
命
令
へ
の
不
服
従
を
理
由
に
し
た
今
回
の
罷
菟
を
指
す
、
引
用
者
注
〉
は
「
海
開
制
度
の
維
持
に
闘
す
る
遁
去
の
中
園
政
府
の
言
明
に

ハ
刊
川
〉

も
反
す
る
混
慨
を
生
じ
さ
せ
る
」
と
の
理
由
を
傘
げ
、
附
加
税
徴
牧
と
ア
グ
レ
ン
罷
菟
に
強
く
反
射
し
て
い
る
。
列
強
が
附
加
税
徴
牧
に
協
力

せ
ず
海
闘
の
機
能
が
蹴
痔
し
た
場
合
、
困
る
の
は
、
開
税
増
牧
に
頼
ろ
う
と
し
た
北
京
政
府
自
身
で
も
あ
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
脅
迫
じ
み
た

座
力
を
か
け
た
わ
け
で
あ
る
。

列
強
の
協
同
抗
議
文
書
の
作
成
経
過
は
、
こ
の
時
の
中
園
を
め
ぐ
る
園
際
関
係
を
よ
く
映
し
出
し
て
お
り
興
味
深
い
。
そ
も
そ
も
罷
菟
令
公



布
直
後
の
二
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
最
初
の
外
交
園
舎
議
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
除
く
各
圏
公
使
た
ち
の
聞
に

(

日

〉

メ
ム
ト
ス
ル
一
意
+
歪
伺
リ
ト
ハ
、
見
倣
ス
能
ワ
ス

0

・
」
と
い
う
情
況
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
の
芳
淳
公
使
が
「
寅
ハ
本
件
ハ
『
ア
グ
レ
ン
』

並
ニ
英
園
側
-
一
封
シ
テ
ハ
同
情
ス
ヘ
キ
モ
ノ
有
ル
モ
、
僚
約
関
係
ニ
顧
ミ
外
交
圏
ト
シ
テ
之
-
一
関
興
ス
ヘ
キ
理
由
ナ
ク
:
:
:
」
と
率
直
に
述
べ

「
『
ア
グ
レ
ン
』
ヲ
引
留

一
義
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
園
の
利
害
と
は
関
わ
り
が
薄
い
、
と
判
断
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
日
本
も
ま
た
「
何
等
措
置
ヲ
執
ル
ノ
提
議
モ
出
テ
サ
リ
シ
潟
、
本
使
ハ
別
段
意
見
ヲ
述
フ
ル
慮
無
カ
リ
シ
:
:
:
」
と
消

極
的
な
封
躍
に
終
始
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
幣
原
外
相
か
ら
の
訓
令
に
接
し
た
芳
津
公
使
は
、
四
日
の
二
回
目
の
舎
議
で
そ
の
態
度
を
一
襲
、

て
い
る
と
お
り
、

強
硬
策
に
出
る
方
向
に
議
論
を
リ
ー
ド
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
模
様
を
芳
調
停
は
「
何
レ
ノ
公
使
ヨ
リ
モ
纏
マ
リ
タ
ル
提
議
ナ
カ
リ
シ
ヲ
以
テ
、

本
使
ハ
、
日
本
ハ
元
来
海
開
制
度
ノ
維
持
ニ
劉
シ
テ
ハ
頗
ル
重
キ
ヲ
置
モ
ノ
ニ
シ
テ
此
制
度
ノ
破
壊
-
一
到
ル
事
ハ
黙
過
シ
難
キ
庭
ナ
リ
、

ト

然
ラ
ハ
自
分
モ
雨
者
(
附
加
稔
徴
枚

・
ア
グ
レ
ン
菟
職
令
、
引
用
者
注
)
ニ
封
シ

英
園
公
使
ハ
本
使
-
一
割
シ
謝
意
ヲ
述
ヘ
タ
ル
慮
、
米
園
公
使
ハ

テ
貴
電
第
九
八
挽
ノ
趣
旨
ヲ
述
ヘ
タ
ル
慮
、
:
:
:
傍
園
公
使
ハ
、

反
射
ス
ヘ
シ
、
ト
述
へ
、
伊
園
公
使
葡
萄
牙
公
使
亦
同
様
ノ
態
度
ヲ
示
シ
、

:
・
本
園
政
府
ノ
訓
令
ヲ
仰
カ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヤ
モ
計
リ
難
シ
ト
述
ヘ
タ
ル
モ
、
兎
ニ
角
支
那
政
府
一
一
劃
ス
ル
抗
議
ヲ
起
案
ス
ル
コ
ト
ト
ナ

(

ロ

)

リ
:
:
:
」
と
俸
え
て
い
る
。
慎
重
に
見
え
た
ア
メ
リ
カ
も
、
結
局
本
固
か
ら
の
「
抗
議
不
参
加
」
と
い
う
訓
電
が
間
に
合
わ
ず
、
各
園
と
と
も

ハ
ロ
)

に
抗
議
に
連
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
闘
の
民
族
主
義
的
な
動
き
の
高
ま
り
に
劃
し
、
日
英
協
力
を
軸
に
し
た
列
強
の
協
同
行
動
で
封
庭
し

よ
う
と
し
て
い
た
嘗
時
の
日
本
の
外
交
姿
勢
が
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
、
こ
の
綿
税
務
司
問
題
の
際
に
も
、
日
本
が
イ
ギ
リ
ス
を
後
押
し
す

る
形
で
列
強
の
協
同
抗
議
を
貫
現
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
謹
り
の
事
情
は
、
日
本
の
協
力
ぶ
り
に
い
た
く
感
激
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
ン

- 99一

99 

プ
ソ
ン
公
使
が
、
九
日
夜
、
芳
津
公
使
に
制
到
し
「
貴
公
使
-
一
極
メ
テ
内
密
-
一
語
リ
度
事
有
リ
。
元
来
自
分
ハ
税
関
内
ニ
於
ケ
ル
』

4
8
2由

同名門何回目ロ仲間巴
O
ロ
ヲ
抜
大
ス
ル
事
ノ
必
要
ヲ
認
メ
居
リ
タ
ル
カ
、
今
回
ヲ
機
ト
シ
『
エ
ド
ワ
ー
ド
』
ノ
後
任
ト
シ
テ
「
チ
l
フ
セ
ク
レ
タ
リ

l
」
ニ
岸
本
氏
ヲ
推
薦
セ
リ
。
:
:
:
向
自
分
ノ
考
ニ
テ
ハ
、
将
来
『
エ
ド
ワ
ー
ド
』
更
迭
ノ
場
合
ニ
ハ
、
岸
本
氏
ヲ
線
税
務
司
ニ
昇
任
セ
シ
メ

〈

M
)

と
協
力
縫
績
へ
の
期
待
を
込
め
た
逗
躍
的
な
震
言
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
。

然
ル
ヘ
シ
ト
思
考
ス
。
」

も
っ
と
も
後
述
す
る
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よ
う
に

一
年
後
に
は
、

こ
の
設
言
の
後
半
に
み
ら
れ
る
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
あ
え
な
く
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
が
、
今
は
そ
の
こ

と
を
知
る
由
も
な
か
っ
た
日
本
側
と
し
て
は、

上
記
の
瑳
言
に
日
英
協
力
の
大
き
な
成
果
を
見
出
し
満
足
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
英
日
な
ど
の
列
強
の
強
硬
な
外
交
活
動
の
背
後
に
は
、

(
日
)

外
園
人
資
本
の
苛
立
ち
と
期
待
と
が
、
交
錯
し
て
い
た
。

ア
グ
レ
ン
罷
兎
措
置
を
「
財
政
上
の
自
殺
行
寓
」
と
非
難
す
る
よ
う
な
在
華

以
上
の
よ
う
な
列
強
の
強
硬
姿
勢
を
背
景
と
し
て
、
総
税
務
可
側
で
は
、

ア
グ
レ
ン
へ
の
罷
克
令
を
ひ
と
ま
ず
撤
回
さ
せ
る
と
と
も
に
、

ア

グ
レ
ン
の
慮
遇
に
闘
し
て
は

一
年
間
の
開
園
賜
暇
を
興
え
た
後
に
退
任
と
い
う
こ
と
に
し
、
そ
の
後
任
と
し
て
、

線
税
務
司
主
任
秘
書
を
務

め
て
き
た
ア
グ
レ
ン
の
腹
心
の
部
下
エ
ド
ワ
ー
ド
を
た
だ
ち
に
線
税
務
司
代
行
に
昇
格
さ
せ
る
、
と
の
斡
旋
案
を
ま
と
め
、
調
整
工
作
を
開
始

(
凶
)

し
た
。
罷
菟
令
に
封
し
て
は
強
い
反
援
が
あ
っ
た
と
は

レ
え
、
ア
グ
レ

ン
自
身
の
心
中
に
即
し
て
言
え
ば
、

(

げ

)

モ
有
リ
、
必
ス
シ
モ
現
職

ニ
執
着
シ
居
ル
モ
ノ
ト
ハ
考

へ
ラ
レ
ス
」
と
の
事
情
も
介
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

「
環
濠
解
意
ヲ
漏
ラ
シ
居
ル
関
係

nv
 

nu 

他
方
、
圏
内
金
融
界
か
ら
不
信
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
こ
と
に
加
え
、
列
強
か
ら
も
議
想
以
上
の
強
い
反
搬
を
招
い
て
し
ま
っ
た
北
京
政
府

は
、
急
逮
そ
の
善
後
策
に
頭
を
悩
ま
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
二
月
七
日
に
聞
か
れ
た
閣
議
で
は
、
線
税
務
司
側
の
提
示
し
た
前
記

斡
旋
案
に
つ
い
て
、
政
府
・
列
強
・
ア
グ
レ
ン
の
三
方
の
面
子
が
立
つ
黙
を
評
債
す
る
一
意
一
見
が
出
さ
れ
る
一
方
、
税
務
虚
督
掛
の
羅
文
幹
ら
か

ら
罷
克
令
の
撤
回
が
「
政
府
の
威
信
を
損
な
う
」
こ
と
を
憂
慮
す
る
反
封
論
も
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
結
局
、
同
じ
七
日
に
提
出
さ

「
政
府
の
威
信
に
配
慮
し
つ

つ
友
邦
の
一意一
見
も
隼
重
す
る
」
と
の
方
針
を
八
日
の
閣
議
で
確
認
、
下
記

れ
た
公
使
圏
か
ら
の
抗
議
文
を
受
け
、

(

四

〉

の
安
協
案
が
選
岨
拝
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
ほ
ぼ
エ
ド
ワ
ー
ド
ら
の
斡
旋
案
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
税
務
慮
か
ら
ア
グ
レ
ン
に
劉

し
「
鯖
園
希
望
を
受
理
す
る
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
の
功
第
を
ね
ぎ
ら
い
、

一
年
間
、

綿
税
務
司
待
遇
の
給
興
を
支
給
す
る
」
こ
と
を
停
達
、

(
川
口
)

グ
レ
ン
が
謝
一意一
を
表
明
し
て
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
形
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ア

こ
う
し
て
、

一
年
後
の
解
任
が
確
定
し
た
と
は
い
え
、

し
か
も
綿

ア
グ
レ
ン
へ
の
即
時
罷
兎
令
は
実
質
的
に
棚
上
げ
さ
れ
る
結
果
に
な
り
、

税
務
司
の
後
任
に
は
、

ア
グ
レ
ン
の
路
線
を
忠
貫
に
継
承
す
る
こ
と
が
諜
想
さ
れ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
が
就
く
こ
と
に
な
っ
た
。
圏
内
金
融
界
・
紐



済
界
と
の
一
意
志
疎
通
が
不
十
分
だ
っ
た
上
、
列
強
の
共
同
の
抗
議
と
い
う
匡
力
に
も
直
面
し
、
北
京
政
府
は
嘗
初
方
針
の
大
幅
な
修
正
を
儀
儀

な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
統
治
末
期
を
迎
え
た
北
京
政
府
の
政
治
力
の
歓
如
と
、
そ
の
政
権
基
盤
の
脆
弱
性
を
改
め
て
明
ら
か
に
し
た
事
態
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
ア
グ
レ
ン
罷
菟
事
件
の
さ
ら
に
深
刻
な
一
意
味
は
、
園
民
革
命
が
進
展
す
る
中
で
、
中
園
の
行
財
政
主
権
を
十
分
に
傘

重
し
な
い
ア
グ
レ
ン
流
の
慮
し
方
が
、
中
園
海
闘
の
線
税
務
司
と
し
て
は
、
北
京
政
府
も
含
め
、
も
は
や
中
闘
の
あ
ら
ゆ
る
政
治
勢
力
に
と
っ

て
受
け
入
れ
難
い
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
皮
肉
に
も
こ
う
し
た
事
件
の
歴
史
的
な
意
味
あ
い
は
、
こ
の
事
件

の
牧
姶
に
奔
走
し
、
自
ら
を
線
税
務
司
代
行
と
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
の
眼
に
は
、
映
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

が
彼
の
運
命
を
決
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

代
行
エ
ド
ワ
ー
ド
の
正
式
任
命
策
動

一
九
二
八
年
一
月
、

-101ー

ア
グ
レ
ン
の
解
任
猶
議
期
聞
の
一
年
聞
が
過
ぎ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
後
任
線
税
務
司
の
正
式
任
命
問
題
が
、
改
め
て

重
要
な
政
治
問
題
の
一
つ
と
し
て
浮
上
し
た
。
し
か
し
こ
の
一
年
の
聞
に
、
中
園
の
圏
内
情
勢
は
大
き
く
饗
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。
一
方
に
お
い

て
は
、
蒋
介
石
ら
の
南
京
園
民
政
府
が
そ
の
基
盤
を
固
め
始
め
て
お
り
、
他
方
に
お
い
て
は
、
北
京
政
府
の
勢
力
が
日
に
日
に
傾
き
つ
つ
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
誰
を
総
税
務
司
に
任
命
す
る
か
、
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
線
税
務
司
を
正
式
に
任
命
す
る
権
力
の
所
在
自
瞳

も
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

北
京
政
府
側
は
、
既
定
方
針
に
沿
っ
て
、
線
税
務
司
代
行
エ
ド
ワ
ー
ド
を
ア
グ
レ
ン
の
後
任
線
税
務
司
と
し
て
正
式
に
任
命
す
る
方
策
を
固

め
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
公
式
に
は
先
の
ア
グ
レ
ン
罷
菟
令
を
撤
回
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
エ
ド
ワ
ー
ド
任
命
の
公
表
は
避

(
初
)

け
て
い
た
、
と
も
俸
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
劃
し
、
南
京
園
民
政
府
側
の
態
度
は
、
嘗
初
か
ら
エ
ド
ワ
ー
ド
に
劃
し
て
き
わ
め
て
巌
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

一
月
二
七
日
、
新
任

101 

財
政
部
長
の
宋
子
文
は

「
全
園
二
一
省
の
う
ち
一
六
省
を
そ
の
統
治
下
に
置
き
、
そ
れ
ら
地
域
か
ら
の
関
税
徴
牧
額
は
線
額
の
七
割
を
占
め



102 

る
」
と
園
民
政
府
の
寅
放
支
配
の
贋
が
り
を
誇
示
し
つ
つ
、
北
京
政
府
が
箪
濁
で
海
閥
線
税
務
司
を
任
命
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
、
と
の
原
則

(

紅

)

的
態
度
を
示
し
た
。
そ
し
て
こ
の
頃
に
な
る
と
、
園
民
政
府
の
意
中
の
線
税
務
司
候
補
者
と
し
て
、
上
海
の
江
海
関
税
務
司
を
務
め
て
い
た
メ

ー
ズ
の
名
が
さ
さ
や
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
嘗
時
五
六
歳
の
メ

1
ズ
は
、
第
二
代
総
税
務
司
ハ

1
ト
の
甥
に
嘗
た
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
英

園
人
で
あ
り
、
海
閥
職
員
と
し
て
四

O
年
近
い
キ
ャ
リ
ア
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
そ
の
園
民
革
命
勢
力
に
劃
す
る
柔
軟
な
姿
勢
が
好

(

n

)

 

感
を
持
た
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
月
に
入
る
と
、
郭
泰
棋
外
交
部
次
長
の
「
エ
ド

ワ
ー
ド
不
承
認
、
メ

ー
ズ
支
持
」
と
い
う
護
言
や

(

お

〉

閥
務
署
署
長
張
一
幅
運
の
「
北
京
政
府
任
命
官
吏
の
不
承
認
」
と
い
う
談
話
が
報
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
園
民
政
府
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
蕪

湖
闘
税
務
司
へ
の
慮
分
、
並
び
に
、
か
つ
て
慶
州
の
毎
海
関
税
務
司
在
任
中
の
エ
ド
ワ
ー
ド
が
園
民
政
府
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
行
震
を
批

(
川
品
)

剣
し
な
が
ら
、
各
闘
の
税
務
司
に
針
す
る
園
民
政
府
の
監
督
権
限
を
明
確
に
し
た
訓
令
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
文
面
は
明
ら
か
に
、
首

時
綿
税
務
司
代
行
と
な
っ
て
い
た

エ
ド
ワ
ー
ド
へ
の
不
信
任
表
明
と
も
受
け
取
ら
れ
る
内
容
で
あ
る
。
質
際
、
こ
の
嘗
時
園
民
政
府
の
内
部
で

は、

北
京
政
府
に
劉
抗
し
て
別
箇
に
濁
自
の
総
税
務
司
組
織
を
創
設
す
る
計
霊
す
ら
練
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
も
っ
と
も
、
メ

ー
ズ
の
謹
言
を

(

お

〉

信
ず
る
な
ら
ば
、
こ
の
計
重
は
、
濁
自
の
線
税
務
司
の
候
補
に
摩
げ
ら
れ
た
メ
l
ズ
自
身
の
拒
絶
に
よ
っ
て
放
棄
さ
れ
た
と
い
う
。

-102-

い
ず
れ
に
せ
よ
エ
ド
ワ
ー
ド
に
反
躍
す
る
園
民
政
府
の
姿
勢
は
、
嘗
時
、
園
民
政
府
統
治
下
の
一
般
世
論
か
ら
も
支
持
さ
れ
て
い
た
。
た
と

有
力
な
資
本
家
層
を
代
表
し
て
い
た
上
海
線
一
商
舎

・
上
海
航
業
(
汽
船
業
)
聯
合
舎
は
上
海
の
江
海
関
税
務
司
を
務
め
て

(
町
四
)

い
た
メ
l
ズ
の
功
努
を
讃
え
、
留
任
を
要
請
す
る
電
報
を
打
っ
て
い
る
。

え
ば
二
月
一

一
日

エ
ド
ワ
ー
ド
が
、
後
速
の
よ
う
に
自
分
と
劉
立
す
る
メ

l
ズ
を
開
園

さ
せ
解
任
し
て
し
ま
お
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
電
報
の
持
つ
一
意
一
味
も
自
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
上
海
銀
行
公
舎
の

機
関
誌
で
あ
っ
た
『
銀
行
週
報
』
に
は

海
開
行
政
を
改
革
す
る
た
め
の
方
針
と
し
て

「(
1

)

中
園
人
を
線
税
務
司
に
任
命
す
る
こ
と
:
・

そ
も
そ
も
一
八
九
八
年
の
線
税
務
司
任
命
に
闘
す
る
交
換
公
文
も
『
中
園
政
府
自
身
が
決
定
す
べ
き
こ
と
』
を
明
記
し
て
お
り
、
中
園
の
行
政

主
権
は
す
で
に
明
白
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
断
じ
て
他
園
の
干
渉
を
受
け
入
れ
る
絵
地
は
な
い
。
し
か
も
エ
ド
ワ
ー
ド
の
任
期
は

本
年
一
月
コ
二
日
が
満
期
な
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
ま
さ
に
わ
が
園
の
政
府
が
主
権
を
披
大
す
る
絶
好
の
契
機
で
あ
る
よ

と
い
う
民
族
主



(

幻

〉

義
的
な
立
場
の
一
一
暦
濃
厚
な
主
張
が
護
表
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
外
務
省
の
姿
勢
は
、
嘗
初
、
エ
ド
ワ
ー
ド
の
就
任
支
持
で
固
ま
っ
て
い
た
。
①
エ
ド
ワ
ー
ド
は
前
任

者
ア
グ
レ
ン
に
よ
っ
て
後
繕
者
と
し
て
訓
練
さ
れ
た
優
れ
た
人
物
で
あ
り
賓
績
も
あ
る
こ
と
、
②
南
方
地
匡
濁
自
の
「
線
税
務
司
」
就
任
を
狙

う
メ

l
ズ
の
策
動
(
但
し
上
述
の
と
お
り
、
メ
l
ズ
自
身
は
こ
う
し
た
「
策
動
」
の
存
在
を
否
定
し
た
。
引
用
者
注
〉
は
、
海
闘
の
統
一
性
を
破
壊
す
る

エ
ド
ワ
ー
ド
を
次
期
線
税
務
司
の
候
補
者
と
し
て
推
す
ラ
ン
プ
ソ
ン
公
使
の
提
言

〈
叩

ω
)

を
、
本
圏
外
務
省
側
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

好
ま
し
く
な
い
行
震
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
理
由
を
暴
げ
、

一
方
、
そ
の
こ
ろ
エ
ド
ワ
ー
ド
自
身
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
支
持
に
加
え
て
日
本
政
府
の
支
持
も
固
め
よ
う
と
、
濁
自
の
働
き
か
け
を
強
め

て
い
た
。
し
か
し
皮
肉
に
も
、
日
本
側
と
の
方
針
調
整
の
過
程
に
お
い
て
、
エ
ド
ワ
ー
ド
及
び
イ
ギ
リ
ス
側
と
日
本
側
と
の
思
惑
の
ズ
レ
が
表

面
化
し
、
日
本
側
の
強
い
後
押
し
は
期
待
で
き
な
い
情
況
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
護
端
は
エ
ド
ワ
ー
ド
の
「
副
線
税
務
司
」
新
設
計
重

に
あ
っ
た
。
園
民
政
府
側
が
濁
自
の
線
税
務
司
組
織
を
創
設
し
よ
う
と
す
る
の
を
牽
制
す
る
た
め
、
上
海
・
北
京
の
南
地
に
「
副
線
税
務
司
」

を
設
け
る
こ
と
、
そ
し
て
上
海
の
「
副
綿
税
務
司
」
に
は
日
本
人
の
岸
本
を
、
北
京
の
同
職
に
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
ホ
ル
ラ
ン
ド
を
任
命
す
る
こ

(
m
m
)
 

と
が
エ
ド
ワ
ー
ド
の
構
想
の
骨
子
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
を
俸
え
聞
い
た
日
本
政
府
は
激
し
く
反
援
す
る
。

客
年
一
月
、
ア
グ
レ
ン
罷
兎
ノ
際
、

-103ー

「
エ
ド
ワ

I
ズ
ノ
案
ハ
英
園
側

勢
力
ヲ
以
テ
海
闘
本
部
ヲ
固
メ
ム
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、

岸
本
ヲ

(UE町
内

ω
2
8仲
間
ミ
ニ
登
用
シ
タ
ル

主
旨
ニ
反
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
岸
本
ヲ
シ
テ
将
来
南
方
政
府
側
ト
ノ
折
衝
ノ
矢
面
ニ
立
タ
シ
ム
ル
ニ
於
テ
ハ
、
同
人
ノ
立
場
ヲ
著
シ
ク
困
難
ナ
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ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
:
:
:
」
と
い
う
評
債
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
日
本
側
は
、
海
開
行
政
に
劃
す
る
日
本
の
影
響
力
援
大
を
阻
も
う
と
す
る

(

初

)

策
謀
だ
と
受
け
止
め
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
や
り
取
り
の
中
で
、
日
本
側
が
、
岸
本
の
線
税
務
司
就
任
と
い
う
賂
来
構
想
を
一
年
前

に
ラ
ン
プ
ソ
ン
公
使
が
拘
束
し
た
か
の
よ
う
な
理
解
を
示
し
た
と
こ
ろ
、
今
度
は
イ
ギ
リ
ス
側
が
強
く
反
接
、
「
何
等
斯
ル
拘
束
ヲ
矯
シ
タ
ル

(

紅

)

魔
無
ク
:
:
:
賞
然
英
園
人
ノ
任
命
ヲ
期
待
」
す
る
旨
を
表
明
す
る
に
至
る
。
両
者
の
理
解
の
ズ
レ
は
、
つ
い
に
雨
公
使
が
面
と
向
か
っ
て
「
右

(

幻

)

(
芳
調
停
〉
と
押
し
問
答
す
る
と
こ
ろ
ま
で
設
展
す
る
が
、
結
局
日

様
ノ
コ
ト
ヲ
云
フ
能
ハ
ス
」

〈
ラ
ン
プ
ソ
ン
)

「
右
様
ノ
コ
ト
ヲ
開
ケ
リ
」
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本
と
し
て
も
「
書
面
ヲ
取
付
ケ
置
キ
タ
ル
次
第
ニ
モ
ア
ラ
サ

ル
ニ
付
、
先
方
ニ
於
テ
飽
迄
記
憶
セ
ス
ト
主
張
ス
ル
場
合

ハ
勿
論
致
シ
方
無
ク
:
・

」
と
い
う
弱
味
が
あ
っ
た
た
め

「
税
関
ハ
英
閤
人
カ
英
園
式
-
一
仕
組
ミ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
H

・0
・
ハ
永
久
ニ
英
国
人
ニ
限
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

(

お

)

日
本
側
が
引
き
下
が
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

と
頑
張
る
ラ
ン
プ
ソ
ン
の
剣
幕
の
前
に
、

ラ
ン
プ
ソ
ン
の
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
果
し
て
存
在
し
た
の
か
否
か
、
今
と
な
っ
て
は
員
相
は
薮
の
中
と
言
う
ほ
か
な
い
。
し
か
し
ラ
ン
プ
ソ

ン
の
強
硬
な
姿
勢
の
背
後
に
、

イ
ギ
リ
ス
本
圏
外
務
省
の
強
い
射
日
警
戒
翻
が
存
在
し
た
事
買
に
は
、
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
上
記
の

日
本
側
の
日
本
人
総
税
務
司
構
想
に
つ
い
て
ロ
ン
ド
ン
の
外
務
省
の
プ
ラ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
な
メ

押
し
問
答
が
北
京
で
変
わ
さ
れ
て
い
た
頃、

モ
を
記
し
て
い
た
。

「
私
が
思
う
に
は
、
海
闘
行
政
の
維
持
の
た
め
日
本
の
協
力
を
取
り
付
け
よ
う
と
し
て
除
り
に
も
大
き
な
代
債
を
支
梯
う

の
は
重
大
な
誤
り
で
あ
ろ
う
。

:

し
た
が
っ
て

我
々
と
し
て
は
、

こ
れ

(
H英
図
人
の
線
税
務
司
就
任
)
に
つ
い

て

志
の
な
い
必
須
の
権
盆
の
一
つ
だ
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
を

ま
っ

た
く
譲
り
渡
す
意

(

弘

)

日
本
側
に
劉
し
は
っ
き
り
と
理
解
さ
せ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
」
。
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こ
う
し
た
日

本
の
撞
頭
へ
の
警
戒
心
と
イ
ギ
リ
ス
自
身
の
既
得
権
盆
保
持
と
い
う
配
慮
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
後
も
総
税
務
司
問
題
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ

ス
の
政
策
決
定
に
際
し
重
要
な
一
要
因
に
な
っ
て
い
く
。

そ
れ
に
封
し
日
本
側
は
、
以
上
の
一
連
の
や
り
取
り
を
通
じ
、

っ
て
い
く
。
芳
調
停
公
使
は

「熱
熱
税
関
ノ
利
害
ヲ
考
フ
ル
ニ
、
過
去
半
世
紀
以
上
ニ
亙
リ
、
英
国
側
ニ
於
テ
苦
心
経
営
ヲ
重
ネ
其
ノ
基
礎
頗
ル

霊
園

ニ
シ
テ
、
現
在
一
一

於
テ
ハ
英
園
人
ノ
税
務
司
ハ
日
本
人
ノ
六
倍
モ
ア
ル
始
末
ナ
ル
カ
故

ニ
、
偲
令
我
方
ニ
於
テ
綿
税
務
司
ヲ
出
ス
ト
ス
ル

エ
ド
ワ
ー
ド
の
任
命
を
強
力
に
後
押
し
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
す
っ
か
り
失

モ、

差
嘗
リ
如
何

ニ
園
力
ヲ
背
景
ト
ス
ル
モ
、
園
楠
-
一
日
本
側
ノ
地
位
ヲ
維
持
シ
得
へ
シ
ト
ハ
考
へ
ラ
レ
ス
、
従
テ
我
方
ト
シ
テ
ハ

寧

ロ
機
禽

ア
ル
毎

ニ
、
本
邦
人
ヲ
採
用
セ
シ
メ
徐
々

ニ
基
礎
ヲ
固
メ
、
以
テ
終
局
ノ
成
功
ヲ
牧
ム
ル
ノ
方
策
ニ
出
ツ
ル
方
、
得
策
ナ
リ
ト
思
考
ス
。
」

(

お

)

綿
括
し
て
い
る
。
そ
し
て
具
盤
的
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
協
同
で
園
民
政
府
に
塵
力
を
加
え
よ
う
と
す
る
話
が
持
ち
上
が
っ
た
際
に
も
、

と

「
本
使
カ

英
園
公
使
ノ
提
示
セ
ル
電
訓
案
(
先
に
引
用
し
た
図
民
政
府
外
交
部
次
長
の
総
税
務
司
人
事
機
に
関
す
る
設
言
に
射
し
、
強
硬
に
抗
談
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

引
用
者
注
〉
ヲ
拒
絶
シ
タ
ル
ハ
、
同
公
使
カ
客
年
二
月
八
日
ノ
言
明
ヲ
翻
シ
タ
ル
経
緯
等
ニ
顧
ミ
、
故
意
一
ニ
斥
ケ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
:
:
:
」
と
、



(

お

〉

あ
え
て
素
気
な
い
艶
躍
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

一
年
前
の
ア
グ
レ
ン
罷
兎
事
件
の
際
に
日
英
雨
園
聞
に
存
在
し
た
緊
密
な
協
同
の
熱
気
は
、
今
や
遁
去
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま

こ
う
し
て
、

っ
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
結
果
的
に
中
園
に
劃
す
る
列
強
の
干
渉
の
匪
力
を
弱
め
、
園
民
政
府
が
自
主
的
な
海
開
行
政
を
進
め
て
い
く
儀

地
が
贋
が
っ
た
こ
と
を
z

意
味
し
た
。

一
方
、
嘗
初
は
エ
ド
ワ
ー
ド
を
支
持
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
中
に
、
ほ
ど
な
く
し
て
重
要
な
襲
化
が
生
じ
て
く
る
。
①
海
開
高
級
職

員
の
情
報
に
よ
り
、
メ

l
ズ
の
力
量
と
剣
断
力
に
比
ベ
エ
ド
ワ
ー
ド
の
そ
れ
に
疑
問
が
出
て
き
た
こ
と
、
②
南
京
園
民
政
府
の
エ
ド
ワ
ー
ド
に

劃
す
る
強
い
反
感
が
判
明
し
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
が
特
に
問
題
観
さ
れ
る
の
だ
が
、
③
エ
ド
ワ
ー
ド
自
身
が
就
任
に
治
極
的
姿
勢
を
見
せ
た

ハ
幻
)

こ
と
、
な
ど
の
た
め
で
あ
る
。
外
務
省
は
、
取
り
あ
え
ず
線
税
務
司
人
事
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
と
し
て
の
態
度
表
明
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
す

(

お

)

る
と
と
も
に
、
部
内
で
の
検
討
を
重
ね
て
い
く
。
そ
し
て
第
五
七
競
訓
令
電
は
、

一
躍
メ

1
ズ
を
候
補
か
ら
除
外
し
エ
ド
ワ
ー
ド
の
線
税
務
司
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就
任
を
支
持
す
る
立
場
を
保
持
す
る
と
は
い
え
、
政
治
情
勢
が
決
着
を
見
る
ま
で
明
確
な
態
度
表
明
を
引
き
延
ば
す
、
と
の
方
針
を
提
示
し
た

(ω
〉

の
で
あ
っ
た
。
折
か
ら
、
宋
子
文
H
エ
ド
ワ
ー
ド
曾
談
で
宋
が
線
税
務
司
人
事
の
現
朕
維
持
を
確
認
し
た
こ
と
が
俸
え
ら
れ
た
こ
と
も
、
上
記

(
州
制
)

剣
断
の
安
嘗
性
を
裏
附
け
る
も
の
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
、

そ
れ
が
園
民
政
府
側
(
宋

エ
ド
ワ
ー
ド
に
よ
る
メ
l
ズ
へ
の
賜
暇
と
税
務
司
解
任
と
い
う
霊
策
が
あ
り
、

子
文
)
の
メ
l
ズ
擁
護
の
姿
勢
と
衝
突
し
た
結
果
、
再
び
問
題
は
再
燃
し
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
が
三
月
三
日
付
の
書
簡
で
俸
え
て
き
た
メ

1
ズ
の

税
務
司
解
任
を
含
む
人
事
移
動
案
に
劃
し
、
三
月
二
一
日
付
の
返
書
の
中
で
、
宋
子
文
は
「
メ
l
ズ
氏
は
上
海
(
江
海
関
税
務
司
、
引
用
者
注
)

「
公
式
文
書
の
通
達
は
今
後
も
メ
l
ズ
氏
を
遁
じ
て
行
う
べ
き
で
あ
る
」
と
メ

l
ズ
擁
護
の
姿
勢
を
鮮
明
に
し

に
留
任
す
べ
き
で
あ
り
」
、

(

4

)

 

た
か
ら
で
あ
る
。
前
月
の
宋
と
の
交
渉
に
よ
り
園
民
政
府
統
治
地
域
の
税
務
司
任
兎
擢
も
認
め
ら
れ
た
も
の
、
と
受
け
取
っ
て
い
た
エ
ド
ワ
l

ド
に
と
っ
て
、

」
の
宋
の
返
書
は

エ
ド
ワ
ー
ド
は

直
ち
に
イ
ギ
リ
ス
公
使
に
面
曾
し
て
宋
子
文
の
「
拘
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甚
だ
心
外
な
内
容
で
あ
っ
た
。

(
州
出
〉

束
違
犯
」
を
非
難
し
つ
つ
自
分
へ
の
支
持
強
化
策
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
怒
り
に
腫
ら
れ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
が
メ

l
ズ
解
任
の
一
方
的
貫
施
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と
い
う
強
行
策
に
傾
い
て
い
た
の
に
封
し
、

イ
ギ
リ
ス
公
使
ラ
ン
プ
ソ
ン
は
「
南
京
側
ヲ
激
昂
セ
シ
ム
ル
事
ハ
頗
ル
不
得
策
」
だ
と
し
て
「
穏

(
川
知
)

使
ナ
ル
解
決
方
法
ヲ
得
策
ト
ス
ル
次
第
」
を
エ
ド
ワ
ー
ド
に
説
得
す
る
と
い
う
内
情
が
窺
わ
れ
た
。
一
方
イ
ギ
リ
ス
公
使
か
ら
封
鷹
策
を
打
診

さ
れ
た
日
本
の
芳
津
公
使
も
、
「
英
園
側
ハ
従
来
我
方
ノ
ミ
利
用
セ
ム
ト
シ
タ
ル
傾
向
ア
リ
タ
ル
カ
故
、
唯
今
最
-
初
ヨ
リ
直
-
一
英
園
側
ノ
要
求

-
一
躍
シ
親
切
ニ
考
慮
ス
ル
事
ハ
、
先
方
-
一
於
テ
其
有
難
味
ヲ
痛
感
セ
サ
ル
ヘ
キ
カ
故
ニ
:
:
:
先
方
ニ
於
テ
相
蛍
困
リ
タ
ル
後
、
徐
ロ
ニ
貫
際
上

(

必

〉

だ
と
し
う
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
先

ノ
見
地
ヨ
リ
考
慮
シ
タ
キ
一
意
向
ナ
リ
。
」

と
の
思
惑
か
ら

「
本
件
-
一
割
ス
ル
宋
ノ
読
明
ヲ
求
ム
ヘ
キ
」

に
み
た
よ
う
な
事
情
の
た
め
、
日
本
の
エ
ド
ワ
ー
ド
に
劃
す
る
支
持
の
姿
勢
は
著
し
く
治
極
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
日
英
商

圏
公
使
の
慎
重
な
態
度
の
結
果
と
し
て
、
南
公
使
の
諒
解
に
も
と
づ
い
て
護
せ
ら
れ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
の
宋
子
文
あ
て
の
電
報
は
、
税
務
司
任
菟

(

必

〉

擢
の
所
在
に
閲
す
る
整
方
の
「
誤
解
」
を
解
く
た
め
、
曾
談
の
開
催
を
求
め
る
、
と
い
う
き
わ
め
て
微
温
的
な
調
子
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

(
日
叩
)

他
方
、
以
上
の
よ
う
な
動
き
に
接
し
た
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
、
再
び
慌
た
だ
し
く
協
議
を
重
ね
、
第
八
九
抗
の
訓
令
電
を
ま
と
め
た
。
こ
れ

は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
に
よ
る
人
事
移
動
計
童
の
強
行
も
や
む
な
し
、
と
し
つ
つ
も
、
列
強
が
こ
の
問
題
で
園
民
政
府
に
針
し

協
同
で
監
力
を
行
使
す
る
可
能
性
を
巌
し
く
否
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
注
目
さ
れ
る
貼
は
、
①
海
閲
制
度
の
微
妙
な
性
格
、
す
な
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わ
ち
外
園
人
の
綿
税
務
司
へ
の
登
用
も
含
め
、
倹
約
上
の
制
度
的
保
障
が
な
ん
ら
存
在
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
、
し
た
が
っ
て

②
も
し
列
強
が
み
だ
り
に
座
力
を
行
使
す
れ
ば
、
現
行
海
開
制
度
の
維
持
と
い
う
「
目
的
自
睦
を
も
損
な
っ
て
し
ま
う
」
危
険
性
が
懸
念
さ
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
③
そ
も
そ
も
列
強
全
瞳
の
協
同
は
現
貫
的
可
能
性
に
乏
し
く
、
唯
一
協
力
を
得
ら
れ
そ
う
な
日
本
と
組
ん
で
匡

力
を
行
使
し
た
場
合
は
、
内
政
不
干
渉
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
こ
の
聞
の
政
策
と
根
本
的
に
背
馳
し
て
し
ま
う
上
、
中
園
側
の
大
き
な
反
援
も
買

(

U

U

 

う
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

要
す
る
に
こ
の
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
の
時
期
、
す
で
に
日
英
雨
園
政
府
と
も
、
内
外
の
情
勢
と
各
々
の
利
害
得
失
を
考
慮
し
、
組
税
務

司
問
題
で
中
園
側
に
匪
力
を
加
え
る
と
い
う
意
志
を
、
持
た
な
く
な
っ
て
い
た
、
と
い
え
よ
う
。
今
や
エ
ド
ワ
ー
ド
の
地
位
を
支
え
る
力
は
、

急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。



一
九
二
八
年
六
月
、
園
民
政
府
軍
は
還
に
北
京
に
達
し
、
従
来
の
い
わ
ゆ
る
北
京
政
府
は
崩
潰
す
る
。
こ
こ
に
南
京
園
民
政
府
は
、
名
賓
と

も
に
中
園
を
代
表
す
る
唯
一
の
政
府
の
地
位
を
獲
得
し
た
こ
と
に
な
り
、
他
の
諸
政
策
と
と
も
に
海
開
行
政
の
展
開
の
行
方
も
内
外
の
注
目
を

集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
エ
ド
ワ
ー
ド
は
、
北
京
に
や
っ
て
き
た
園
民
政
府
財
政
部
長
宋
子
文
と
曾
談
を
重
ね
、
早
急
に
自
分
を
正
式

の
線
税
務
司
に
任
命
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
。
宋
子
文
は
、
来
た
る
べ
き
園
民
議
二
期
五
中
金
舎
で
自
ら
の
財
政
計
霊
が
薫
内
の
支
持
を
集

(
泊
四
〉

め
、
宋
自
身
の
政
治
的
立
場
が
強
ま
る
こ
と
を
保
件
に
、
エ
ド
ワ
ー
ド
の
正
式
任
命
を
拘
束
し
た
ら
し
い
。

「
菟
ニ
角
宋
カ
全
瞳
曾
議
〈
図
民

篤
二
期
五
中
金
曾
、
引
用
者
注
〉
以
後
、
財
政
部
長
ト
シ
テ
居
残
レ
ハ
、
自
分
ノ
回
・0
・
任
命
ハ
確
カ
ニ
シ
テ
:
:
:
」
と
い
う
日
本
側
外
受
官
に
劉

(
州
制
)

す
る
エ
ド
ワ
ー
ド
の
楽
観
的
瑳
言
も
、
そ
れ
を
裏
附
け
る
。
宋
子
文
は
こ
の
時
な
ぜ
エ
ド
ワ
ー
ド
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
を
見
せ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
嘗
時
、
宋
は
ア
メ
リ
カ
と
の
関
税
僚
約
の
交
渉
に
嘗
た
っ
て
お
り
、
調
印
を
迎
え
た
中
米
関
税
僚
約
を
手
が
か
り
と
し
て
中
園
の
開
税
自

(

印

)

主
権
そ
の
も
の
を
回
復
し
て
い
く
展
望
も
切
り
開
か
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
展
望
の
存
在
が
、
線
税
務
司
の
任
兎
問
題
を
め
ぐ

-107ー

り
無
用
な
摩
擦
は
避
け
よ
う
、
と
の
剣
断
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
事
態
は
、
必
ず
し
も
エ
ド
ワ
ー
ド
の
期
待
や
宋
子
文
の
約
束
ど
お
り
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
は
、
海
闘
で

働
く
中
園
人
職
員
や
上
海
の
経
済
界
、
さ
ら
に
は
圏
内
世
論

一
般
が
示
し
た
、

エ
ド
ワ
ー
ド
に
射
す
る
激
し
い
拒
否
反
躍
で
あ
る
。
た
と
え
ば

園
民
黛
二
期
五
中
全
舎
に
提
出
さ
れ
た
海
開
華
員
聯
合
曾
の
海
開
行
政
権
回
牧
に
閲
す
る
請
願
は
、

「
劣
跡
多
端
」
か
つ
園
民
政
府
に
と
っ
て
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久
し
く
「
罪
人
」
で
あ
っ
て
、
関
税
自
主
権
の
行
使
を
妨
げ
る
恐
れ
の
あ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
の
任
命
を
何
と
し
て
も
避
け
る
と
と
も
に
、
嘗
面
は

(

日

〉

外
園
人
職
員
の
う
ち
か
ら
資
格
と
人
望
の
あ
る
人
物
を
選
ぶ
ベ
し
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
上
海
線
一
商
曾
な
ど
も
、
中
園
人
綿
税
務
司
の
任
命
が

最
も
皐
ま
し
い
と
は
い
え
、
外
交
上
の
配
慮
に
よ
り
外
園
人
を
任
命
す
る
場
合
に
は
、
園
民
政
府
の
命
令
に
反
し
て
革
命
を
妨
げ
て
き
た
エ
ド

ワ
ー
ド
の
よ
う
な
人
物
は
避
け
、
圏
民
革
命
軍
の
北
伐
に
も
協
力
的
で
あ
っ

て
資
格
を
備
え
経
験
の
豊
か
な
メ
l
ズ
を
線
税
務
司
に
す
る
よ
う

(

臼

〉

求
め
て
い
た
。
さ
ら
に
重
要
だ
っ
た
の
は
、

エ
ド
ワ
ー
ド
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
を
見
せ
て
い
た
宋
子
文
に
劃
し
て
も
、
巌
し
い
批
剣
が
出
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
海
闘
牽
員
聯
合
舎
の
七
月
二
八
日
付
通
電
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
罷
菟
を
目
指
し
て
い
た
は
ず
の
宋
子
文
の
「
態
度
豹
襲
」
を
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(

臼

)

「
誠
に
意
外
」
と
非
難
し
て
い
た
し
、
園
民
革
命
軍
縮
指
令
部
機
関
紙
『
警
報
』
や
上
海
の
有
力
紙
『
時
事
新
報
』
な
ど
の
社
設
は
、

政
府
の
仇
敵
」
た
る
エ
ド
ワ
ー
ド
の
罷
菟
の
是
非
を
、
敢
え
て
園
民
議
二
期
五
中
全
曾
に
諮
ろ
う
と
す
る
宋
子
文
ら
の
動
き
に
反
射
す
る
も
の

(

臼

)

で
あ
っ
た
。

「
園
民

し
か
も
以
上
の
よ
う
な
世
論
に
加
え
、
園
民
政
府
内
部
で
も
、

隠
然
た
る
力
を
保
つ
反
エ
ド
ワ
ー
ド
勢
力
が
存
在
し
た
。
そ
の
主
だ
っ
た
と

こ
ろ
は
、
伍
朝
植
・
胡
漢
民
・
李
済
深
ら
麿
東
汲
の
面
々
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
か
つ
て
一
九
二
五
年
、
慶
州
で
起
き
た
沙
面
事
件
の
際
、
嘗

(

日

)

時
、
毎
海
閥
税
務
司
で
あ
っ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
が
と
っ
た
海
開
閉
鎖
と
い
う
敵
針
的
行
動
を
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ほ
か
な
ら

ぬ
海
闘
行
政
の
所
轄
官
聴
た
る
閲
務
暑
に
お
い
て
も
、
署
長
の
任
に
あ
っ
た
張
一
幅
運
自
身
が
エ
ド
ワ
ー
ド
に
強
い
反
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
日
本
人
外
交
官
の
招
宴
の
席
上
、
彼
は
「
南
京
政
府
ハ
綿
税
務
司
-
一
封
シ
忠
寅
ナ
ル
支
那
官
吏
ト
シ
テ
ノ
服
務
ヲ
期
待
ス
ル
モ
ノ

ナ
ル
ニ

、

『
エ
』
ノ
進
退
ハ
之
-
一
背
反
ス
ル
慮
多
シ
」
と
語
り
な
が
ら
、
エ
ド
ワ
ー
ド
の
「
主
義
節
操
教
養
ノ
貧
弱
ナ
ル
事
ヲ
痛
罵
」
し
た
と

(

日

)

い
わ
れ
、
庭
射
し
た
日
本
人
外
交
官
に
エ
ド
ワ
ー
ド
の
地
位
擁
護
が
「
可
ナ
リ
ノ
難
関
ナ
ル
事
ヲ
痛
感
セ
シ
メ
」
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
な
経
済
界
や
一
般
世
論
の
反
援
と
政
府
内
部
の
有
力
な
反
割
論
を
前
に
、
宋
子
文
と
し
て
も
エ
ド
ワ
ー
ド
受
け
入
れ
と
い
う
方

(
貯
)

針
を
手
直
し
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
宋
子
文
は
、
さ
し
あ
た
り
、

エ
ド
ワ
ー
ド
の
い
わ
れ
の
な
い
メ
l
ズ
非
難

に
反
駁
し
つ
つ
、

エ
ド
ワ
ー
ド
の
地
位
の
現
朕
維
持
を
約
束
す
る
こ
と
で
エ
ド
ワ
ー
ド
の
不
安
を
鎮
め
る
と
と
も
に
、

日
英
雨
闘
を
中
心
と
す

る
列
強
が
こ
の
問
題
で
と
る
べ
き
劉
醸
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
分
析
を
進
め
た
よ
う
で
あ
る
。
九
月
に
入
っ
て
か
ら
の
日
本
側
と
の
禽
談
に
お

『
エ
』
ヲ
支
持
シ
『
メ
イ
ズ
』
ヲ
嫌
フ
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
?
:
:
:
日
本
ハ
日
本
人
ヲ
H

・
。
・
タ
ラ
シ
メ
ム
ト
計
霊
シ

(
臼
)

居
レ
ル
ト
ノ
コ
ト
ナ
ル
カ
、
果
シ
テ
然
ル
ヤ
?
」

な
ど
と
宋
が
し
き
り
に
探
り
を
入
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
一
環
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
一
連

い
て

「
日
本
政
府
ハ
何
故
ニ

の
経
緯
を
経
た
上
で
、
園
民
政
府
は
一

O
月
初
め
、

つ
い
に
次
章
で
述
べ
る
よ
う
な
新
政
策
を
打
ち
出
す
に
至
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
聞
に
、

イ
ギ
リ
ス
政
府
の
エ
ド
ワ
ー
ド
並
び
に
線
税
務
司
問
題
に
劃
す
る
見
方
も
、

大
き
く
襲
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
本
圏
外
務

省
が
ラ
ン
プ
ソ
ン
公
使
に
宛
て
て
連
縮
刷
し
て
打
っ
た
二
つ
の
訓
令
電
は
、
そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
す
重
要
な
基
本
史
料
な
の
で
、
煩
を
厭



わ
ず
引
用
し
て
お
き
た
い
。

(
第
二
ハ
一
匙

四
、
我
々
は
今
も
な
お
エ
ド
ワ
ー
ド
を
支
持
し
て
い
る
。
:
:
:
し
か
し
な
が
ら
彼
の
海
関
税
牧
に
劃
す
る
態
度
が
、
中
園
人
の
眼
中
に

お
け
る
彼
の
評
債
を
著
し
く
損
な
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
買
を
、
我
々
は
着
、過
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
。
彼
は
自
ら
の
主
要
な

任
務
が
、
関
税
を
し
っ
か
り
徴
牧
し
て
中
園
政
府
の
財
政
牧
入
を
確
保
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
公
債
(
関
税
措
保
公

債
を
指
す
、
引
用
者
注
)
保
有
者
の
利
金
を
守
る
べ
く
、
そ
れ
ら
の
税
牧
を
中
園
政
府
の
手
に
引
き
渡
す
こ
と
を
避
け
る
こ
と
に
あ
る
、
と

考
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
〈
以
下
、
エ
ド
ワ
ー
ド
の
謝
庸
胞
を
例
示
、
引
用
者
注
)
。

五
、
以
上
の
諸
黙
を
考
慮
す
る
と
、
も
し
メ
1
ズ
が
綿
税
務
司
に
任
命
さ
れ
エ
ド
ワ
ー
ド
が
解
任
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
受
け
入
れ

て
そ
の
下
で
最
善
を
壷
く
す
と
い
う
の
が
、
我
々
の
唯
一
の
取
り
得
る
選
揮
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
:
:
:
メ
l
ズ
は
力
量
も
健
全
な

剣
断
力
も
備
え
て
い
る
。
:
:
:
し
た
が
っ
て
日
本
側
と
協
同
で
塵
力
を
行
使
す
る
こ
と
な
ど
は
必
要
な
い
。

〈

ω〉

(
第
一
七
九
親
電
)
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エ
ド
ワ
ー
ド
が
必
ず
し
も
理
想
的
な
候
補
者
で
は
な
い
、
と
い
う
私
の
見
方
は
、
た
だ
彼
の
剣
断
力
に
疑
問
が
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
彼
が
辞
任
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
、
園
民
政
府
側
に
と
っ
て
は
好
ま
し
か
ら
ざ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
、
ア
グ

レ
ン
流
の
海
闘
行
政
の
中
で
養
成
さ
れ
て
き
た
た
め
、
内
債
と
閲
税
保
管
者
に
閲
す
る
圏
民
政
府
側
の
政
策
と
衝
突
す
る
可
能
性
が
強
い

こ
と
、
な
ど
の
諸
事
賓
に
も
と
を
つ
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
彼
が
海
開
線
税
務
司
に
任
じ
ら
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
辞
任
、
も
し

日
本
人
候
補
者
の
存
在
に
よ
っ
て
複
雑
化
さ
れ
る
新
た
な
し
か
も
深
刻
な
危
機
に
直
面
し
な

四
く
は
罷
菟
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
我
々
は
、

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
恐
れ
が
十
分
に
あ
る
の
で
あ
る
。
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以
上
に
引
い
た
イ
ギ
リ
ス
本
圏
外
務
省
の
見
解
は
、
①
エ
ド
ワ
ー
ド
に
劃
す
る
中
園
側
の
根
援
あ
る
反
感
(
公
債
基
金
確
保
の
最
優
先
は
そ
の

最
た
る
一
例
で
あ
る
〉
に
鑑
み
、
彼
の
線
税
務
司
と
し
て
の
資
質
に
大
き
な
疑
念
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
②
メ

l
ズ
が
線
税
務
司
と
し
て
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の
資
質
を
備
え
て
い
る
の
を
認
め
た
こ
と
、
③
綿
税
務
司
の
任
菟
問
題
で
中
園
側
に
匪
力
を
か
け
る
可
能
性
を
否
定
し
た
こ
と
、
④
後
任
綿
税

務
司
の
地
位
を
狙
う
日
本
の
動
き
を
警
戒
し
て
い
た
こ
と
、
⑤
以
上
の
諸
黙
を
組
合
し
、
エ
ド
ワ
ー
ド
任
命
に
固
執
せ
ず
メ

I
ズ
任
命
を
も
受

け
入
れ
る
べ
き
、
と
の
剣
断
を
示
し
た
こ
と
、
な
ど
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
折
か
ら
訪
英
し
た
孫
科
ら
を
逼
じ
て
、
園
民
政
府

(
町
山
〉

側
に
も
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
側
の
態
度
は
俸
え
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
綿
税
務
司
正
式
任
命
に
向
け
た
エ
ド
ワ
ー
ド
の
様
々
な
働
き
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
努
力
は
迭
に
買
を
結
ば
な
か
っ
た
。

一
挙
に
吹
き
出
し
て
き
た
、
と
い
う
の
が
質
情
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
組
税
務
司
に
は
、

エ
ド
ワ
ー
ド
は
そ
れ
を
理
解
し
な
か
っ
た
。
か
か
る
エ
ド

む
し
ろ
逆
に
エ
ド
ワ
ー
ド
に
劃
す
る
反
感
と
疑
惑
が
、

今
や
園
民
革
命
以
前
と
は
異
な
っ
た
立
場
が
求
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ワ
ー
ド
が
園
民
政
府
の
下
の
官
吏
を
勤
め
て
い
く
の
は
、
著
し
く
困
難
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

メ
ー
ズ
の
綿
税
務
司
就
任
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園
民
政
府
は
、
一

O
月
四
日
、

(

臼

)

と
を
通
知
し
て
き
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
の
地
位
は
こ
こ
に
-
初
め
て
園
民
政
府
の
正
式
の
承
認
を
得
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
半
面
、
彼
の
意
向
に

逆
ら
っ
て
、
園
民
政
府
が
好
意
を
寄
せ
て
い
た
メ

l
ズ
の
地
位
を
安
定
化
さ
せ
る
措
置
も
取
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、

エ
ド
ワ
ー
ド
を
任
期
六
箇
月
の
綿
税
務
司
代
行
に
任
命
す
る
と
と
も
に
、

メ
ー
ズ
を
副
綿
税
務
司
に
す
る
こ

エ
ド
ワ
ー
ド
と
し
て
は
甚

だ
不
満
な
内
容
だ
っ
た
。
こ
の
知
ら
せ
に
接
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
は
、

「
鮮
カ
ラ
ス
興
奮
」
し
た
面
も
ち
で
、

メ
ー
ズ
を
副
線
税
務
司
に
す
る
な

ら
ば
、
自
分
は
綿
税
務
司
に
就
任
し
な
い
、
と
ま
で
述
べ
よ
う
と
す
る
ほ
ど
に
(
こ
こ
ま
で
い
う
こ
と
は
さ
す
が
に
思
い
と
ど
ま
っ
て
い
る
)
激
し
く

反
接
、
結
局
、

日
英
雨
園
公
使
の
諒
解
を
経
る
こ
と
な
く
「
綿
税
務
司
と
し
て
メ

l
ズ
に
一
年
の
賜
暇
を
輿
え
る
権
限
の
存
否
」
を
宋
子
文
に

(

臼

)

質
す
、
と
い
う
針
決
姿
勢
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
は
、
従
来
、
エ
ド
ワ
ー
ド
を
支
持
し
て
き
た
ラ
ン
プ
ソ
ン
公
使
で
す
ら
「
右

ノ
如
キ
最
後
通
牒
的
ノ
電
報
ニ
付
テ
ハ
、
自
分
一
一
相
談
ナ
ク
其
ノ
護
迭
後
、
自
分
ニ
通
知
シ
来
レ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
員
-
二
驚
ヲ
喫
シ
タ
ル
次

(

臼

)

第
ナ
リ
」
と
、
頭
を
抱
え
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
し
、
す
で
に
エ
ド
ワ
ー
ド
の
線
税
務
司
と
し
て
の
遁
格
性
を
疑
っ
て
い
た
本
圏
外
務
省
は
、



ハ
防
〉

「
い
か
に
エ
ド
ワ
ー
ド
が
支
持
し
難
い
候
補
者
で
あ
る
か
」
を
示
す
新
た
な
詮
左
と
受
け
と
め
て
い
た
。
賞
際
の
と
こ
ろ
園
民
政
府
の
政
策

ハ間山〉

一
外
交
官
が
「
巧
妙
な
動
き
」
と
評
し
た
と
お
り
、
列
強
側
、
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
側
に
と
っ
て
は
正
面
か
ら
非
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
内

tま容
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
こ
の
時
は
、
園
民
政
府
側
が
、
副
綿
税
務
司
と
い
う
地
位
は
名
審
職
に
過
ぎ
ず
、
あ
く
ま
で
綿
税
務
司
の
命
令
に
従
う
立
場
で
あ

ハ
mw〉

る
、
と
の
解
揮
を
示
す
と
と
も
に
、
宋
子
文
と
エ
ド
ワ
ー
ド
と
の
曾
談
を
希
望
し
た
た
め
、
ひ
と
ま
ず
事
態
は
牧
拾
に
向
か
う
。

は一

O
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
上
海
に
南
下
し
、

エ
ド
ワ
ー
ド

〈

伺

〉

エ
ド
ワ
ー
ド
批
剣
色
の
強
い
上
海
方
面
の
世
論
に
劃
し
反
論
に
努
め
る
と
と
も
に
、
宋
子

文
ら
と
の
曾
談
を
重
ね
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
大
切
な
宋
子
文
と
の
曾
談
の
場
で
、

エ
ド
ワ
ー
ド
は
再
び
馬
脚
を
あ
ら
わ
し
て
し
ま
う
。
そ
も
そ

も
エ
ド
ワ
ー
ド
は
、
ラ
ン
プ
ソ
ン
公
使
と
の
事
前
打
ち
合
せ
を
通
じ
、
園
民
政
府
と
の
無
用
の
摩
擦
を
避
け
る
べ
く
あ
く
ま
で
話
題
を
海
闘
行

〈

印

〉

政
問
題
に
絞
り
、
メ
ー
ズ
の
任
兎
問
題
に
は
鯛
れ
な
い
よ
う
に
言
い
含
め
ら
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
エ
ド
ワ
ー
ド
は
曾
談
の
官
頭
か
ら

メ
l
ズ
の
降
格
措
置
問
題
を
提
起
し
、
宋
が
「
非
常
-
一
不
機
嫌
」
に
「
本
問
題
一
一
付
テ
ハ
意
見
ヲ
述
へ
難
シ
」
と
雁
劃
す
る
情
況
を
作
っ
て
し

(
刊
山
〉

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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「
自
分
ノ
訓
戒
ニ
反
シ
タ
ル
」
こ
の
行
震
に
つ
い
て
「
『
エ
』
ノ
大
人
気
ナ
キ
ニ
ハ
何
時
モ
乍
ラ
閉
口
セ

(

九

〉

リ
」
と
嘆
き
、
本
圏
外
務
省
に
劃
し
て
も
「
エ
ド
ワ
ー
ド
の
置
か
れ
た
情
況
は
過
去
最
悪
」
と
巌
し
い
見
方
を
報
告
し
て
い
る
。

今
回
の
宋
と
の
曾
談
の
顛
末
を
含
め
、
一
連
の
エ
ド
ワ
ー
ド
の
行
動
は
、
メ

l
ズ
へ
の
強
い
反
感
と
園
民
政
府
へ
の
不
服
従
精
神
に
満
ち
満

ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
海
開
職
員
の
選
抜
試
験
に
際
し
て
も
、
園
民
政
府
の
作
成
し
た
三
民
主
義
理
解
に
開

エ
ド
ワ
ー
ド
が
初
め
の
う
ち
承
認
し
よ
う
と
せ
ず
、
政
府
側
の
激
し
い
反
援
を
招
い
た
、
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
博
え
ら
れ
て
い

ラ
ン
プ
ソ
ン
は

す
る
問
題
を
、

(

花

)
る
。
こ
う
し
た
態
度
に
固
執
す
る
限
り
、
園
民
政
府
の
下
で
総
税
務
司
の
職
責
を
捨
い
績
け
る
の
は
き
わ
め
て
難
し
い
。
日
英
雨
園
政
府
が
エ

ド
ワ
ー
ド
へ
の
支
持
を
弱
め
て
い
く
の
は
嘗
然
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
イ
ギ
リ
ス
本
圏
外
務
省
は
、
「
明
白
な
る
事
責
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
氏

が
中
園
側
に
と
っ
て
好
ま
し
か
ら
ざ
る
人
物
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
彼
の
よ
う
な
地
位
に
あ
る
人
物
が
必
ず
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
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い
う
な
れ
ば
中
園
人
と
折
り
合
っ
て
い
く
た
め
の
『
こ
っ
』
を
紋
い
て
い
る
よ

ら
な
い
あ
る
一
つ
の
も
の
、

と

エ
ド
ワ
ー
ド
に
封
し
て
募
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(η
〉

ら
せ
つ
つ
あ
っ
た
不
信
感
を
一
層
強
め
、
決
定
的
な
も
の
に
し
て
い
く
。
そ
し
て
日
本
も
ま
た
、
①
エ
ド
ワ
ー
ド
の
著
し
い
不
人
気
、
②
劃
日

感
情
は
エ
ド
ワ
ー
ド
も
メ

1
ズ
も
同
様
、
③
綿
税
務
司
就
任
後

「
支
那
側
ノ
鼻
息
ヲ
伺
ハ
サ
ル
ヲ
得
」
な
い
粘
'
も
雨
者
と
も
同
様
、
な
ど
の
理

「
只
『
エ
』
ニ
ノ
ミ
打
込
ミ
テ
之
ト
運
命
ヲ
終
始
ス
ル
カ
如
キ
ハ
篤
ト
注
意
」
す
べ
き
だ
と
判
断
、
メ
ー
ズ
と
の
接
燭
に
乗
り
出

由
を
翠
げ
、

(

社

)
し
て
い
く
。
こ
う
し
て
エ
ド
ワ
ー
ド
は
、
中
園
の
一
般
世
論
と
園
民
政
府
首
局
ば
か
り
か
、

日
英
雨
政
府
と
い
う
彼
の
最
も
重
要
な
擁
護
勢
力

か
ら
も
見
放
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
園
民
政
府
側
も
、
そ
う
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
の
孤
立
化
情
況
を
十
分
に
掌
握
し
て
い
た
よ
う
に
思

(

刊

日

)

わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
エ
ド
ワ
ー
ド
は
、
ま
っ
た
く
の
孤
立
無
援
に
陥
っ
て
い
た
の
か
。
寅
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
段
階
に
至
っ
て
も
、
な
お
エ

「
エ
ド
ワ
ー
ド
氏
こ
そ
綿
税
務
司
に
適
任
」
と
の
「
確
信
」
を
表
明
し
て
い

(

刊

川

)

た
ノ
l
ス
チ
ャ
イ
ナ
デ
イ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
紙
に
代
表
さ
れ
る
在
華
イ
ギ
リ
ス
資
本
系
の
勢
力
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
奮
来
の
一
帝
国
主
義
的

ド
ワ
l
ド
支
持
の
旗
峨
を
鮮
明
に
し
て
い
る
勢
力
が
存
在
し
た
。

-112ー

特
権
に
固
執
す
る
こ
う
し
た
立
場
そ
の
も
の
が
、
も
は
や
中
圏
内
外
で
影
響
力
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
。

一
一
月
に
な
る
と
、

エ
ド
ワ
ー
ド
自
身
、
焦
り
の
色
を
濃
く
し
て
く
る
。
彼
は
ラ
ン
プ
ソ
ン
公
使
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
総
税
務
司
へ
の

早
期
正
式
任
命
と
い
う
宋
子
文
の
彼
に
封
す
る
拘
束
に
し
て
も
「
不
可
能
で
は
な
い
に
せ
よ
、
き
わ
め
て
困
難
な
こ
と
だ
」
と
見
て
お
り
、
イ

ギ
リ
ス
外
務
省
が
何
ら
か
の
匪
力
を
行
使
す
る
こ
と
を
期
待
、

(

作

)

い
、
と
の
一
意
一
志
す
ら
匂
わ
せ
て
い
た
。

も
し
そ
れ
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば

線
税
務
司
代
行
の
職
を
辞
任
す
る
ほ
か
な

一
二
月
に
な
っ
て
も
エ
ド
ワ
ー
ド
に
と
っ
て
事
態
は
全
く
改
善
さ
れ
ず
、
海
闘
行
政
の
重
要
事
項
が
、

(

刊

悶

)

エ
ド
ワ
ー
ド
の
手
を
経
ず
メ
l
ズ
の
手
に
よ
っ
て
直
接
決
裁
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
む
し
ろ
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
く
。
窮
地
に
追
い

込
ま
れ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
が
い
よ
い
よ
酔
任
の
意
志
を
固
め
て
き
た
の
を
受
け
、
ラ
ン
プ
ソ
ン
公
使
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
園
に
劉
し
、
も
し
イ
ギ
リ

(

何

日

)

ス
が
園
民
政
府
に
劉
し
匪
力
を
加
え
る
な
ら
ば
「
情
勢
は
な
お
挽
回
可
能
」
と
最
後
の
請
訓
電
を
打
っ
た
。
し
か
し
本
園
の
反
躍
は
き
わ
め
て

冷
淡
な
も
の
で
あ
っ
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
の
不
適
格
性
と
強
硬
手
段
の
困
難
性
な
ど
を
論
じ
た
前
述
の
第

一
七
九
挽
電
を
改
め
て
参
照
さ
せ
た
う

た
と
え
任
命
反
劉
を
通
告
し
た
と
こ
ろ
で
、
「
園
民
政
府
側
は
、
外
園
の
専
制
に
劃
す
る
自
主
性
を
誇
示
す
ベ
く
、

え
で
、
本
圏
外
務
省
は
、



メ
ー
ズ
を
線
税
務
司
に
任
命
す
る
の
み
で
あ
ろ
う
」
と
の
剣
断
を
示
し
、
メ
ー
ズ
任
命
の
場
合
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
そ
の
下
で
最
善
を
壷
く

〈

加

)

す
と
の
方
針
を
再
確
認
し
て
い
る
。
だ
が
、
な
お
も
納
得
し
な
い
ラ
ン
プ
ソ
ン
は
、

「
エ
ド
ワ
ー
ド
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
支
持
の
不
足
を
感
じ

(
m
m
)
 

せ
め
て
メ
l
ズ
任
命
の
際
に
抗
議
を
表
明
す
る
よ
う
に
食
い
下
が
っ
た
。
本
園
側
は
た
だ
ち
に

「
エ
ド
ワ
ー
ド
へ
の
支
持
が
不
足
だ
っ
た
、
と
の
批
剣
は
認
め
難
い
。
:
:
:
メ
l
ズ
は
中
国
政
府
の
官
吏
な
の
で

(

回

〉

あ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
官
吏
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
人
物
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
が
と
や
か
く
い
う
こ
と
は
、
内
政
干
渉
と
な
る
:
:
:
。
」

こ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
本
園
政
府
は
、
ラ
ン
プ
ソ
ン
公
使
ら
の
反
射
を
押
し
切
っ
て
、
エ
ド
ワ
ー
ド
を
見
限
り
、
メ
ー
ズ
任
命
を
受
け
入
れ
て

績
け
て
き
た
」
と
本
園
政
府
の
封
躍
を
批
判
、

巌
し
い
口
調
で
反
駁
す
る
。

い
く
姿
勢
を
固
め
た
。

以
上
の
経
緯
を
俸
え
ら
れ
た
日
本
側
も
、

エ
ド
ワ
ー
ド
に
謝
す
る
園
民
政
府
側
の
強
い
反
感
の
噴
出
と
、
海
関
内
部
の
英
人
高
級
職
員
す
ら

エ
ド
ワ
ー
ド
の
「
出
所
行
動
ノ
非
常
識
ナ
ル
ニ
殆
ト
愛
想
ヲ
壷
ク
シ
居
リ
」
と
い
う
情
況
を
見
極
め
、
最
終
的
に
「
我
方
ト
シ
テ
モ
『
エ
』
留

(

回

)

任
方
ニ
就
キ
特
ニ
努
力
ス
ル
ノ
必
要
ナ
カ
ル
ヘ
シ
」
と
の
剣
断
を
下
す
に
至
っ
て
い
る
o

t

も
は
や
四
面
楚
歌
の
エ
ド
ワ
ー
ド
に
蔑
さ
れ
た
選
擦
は
、

-113ー

「僻
任
」
以
外
あ
り
え
な
か
っ
た
。
年
末
に
提
出
さ
れ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
の
僻
表
を

受
け
、
園
民
政
府
は
一
週
間
後
の
一
九
二
九
年
一
月
八
日
、
そ
れ
を
受
理
す
る
と
と
も
に
、

か
ね
て
か
ら
の
有
力
候
補
者
メ

I
ズ
を
綿
税
務
司

に
任
命
す
る
。
こ
の
時
出
さ
れ
た
海
開
華
員
聯
合
舎
や
上
海
綿
商
舎
な
ど
の
撃
明
は
、

い
ず
れ
も
エ
ド
ワ
ー
ド
の
僻
職
宣
言
の
内
容
に
強
く
反

(

剖

)

援
し
つ
つ
、
園
民
政
府
に
エ
ド
ワ
ー
ド
の
罷
兎
と
遁
切
な
後
任
人
事
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
メ

l
ズ
の
任
命
は
、
そ
れ
ら
の
勢
力

か
ら
も
お
お
む
ね
好
感
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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メ
ー
ズ
の
就
任
後
、
日
英
商
圏
は
、
初
め
て
メ

I
ズ
と
の
本
格
的
な
接
燭
に
足
を
踏
み
出
す
。
そ
こ
で
彼
ら
が
見
出
し
た
も
の
は
、
園
民
政

府
成
立
期
の
内
外
情
勢
を
的
確
に
掌
握
し
た
、
老
練
な
中
園
政
府
任
用
外
園
人
官
吏
の
姿
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
嘗
局
者
に
閲
覧
さ
れ
た

メ
ー
ズ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
海
開
制
度
に
つ
レ
て
列
強
が
中
園
側
に
あ
る
程
度
譲
歩
し
て
き
た
こ
と
は
適
切
な
劉
鷹

「
い
ず
れ
そ
う
し
た
譲
歩
策
は
、
中
園
側
に
完
全
な
主
権
回
復
論
を
撞
頭
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
:
:
:
そ
う
し
た
将
来
に

書
簡
の
中
で
、

措
置
で
あ
っ
た
が
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備
え
、
有
能
な
中
園
人
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
に
も
私
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
「
我
々
の
な
し
う
る
最
善
の
事
は
、
激
嬰
を
減
速
さ
せ
、

(

お

〉

で
き
る
限
り
外
閣
の
貿
易
・
海
運
・
財
政
上
の
利
盆
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
」
こ
う
し
た
メ

I
ズ
の
見
通
し
は
、

「
秩
序
あ
る
撤
退
」

を
構
想
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
本
圏
外
務
省
の
立
場
と
、
見
事
に
合
致
す
る
。
外
務
省
の
嘗
局
者
た
ち
が
、

「
海
開
制
度
の
直
面
す
る
諸
問
題

を

他
の
如
何
な
る
イ
ギ
リ
ス
人
官
僚
よ
り
も
明
瞭
か
つ
具
盟
的
に
掌
握
し
て
い
る
」

「
今
後
我
々

(モ

l
ン
ゼ
イ
〉
と
メ
l
ズ
を
激
賞
し
、

が
全
幅
の
信
頼
と
支
持
を
興
え
て
い
く
べ
き
、

(

部

)

ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

有
能
に
し
て
健
全
な
判
断
力
を
備
え
た
官
吏
」

勺
フ
ラ
ッ
ト
〉
だ
と
み
な
し
た
の
も
、

無
理
か

ま
た
日
本
側
も
、

「
『
エ
』
ヨ
リ
ハ
却
テ
人
物
善
良
」

聞
の
割
腹
に
つ
い
て
も
「
一
躍
尤
モ
ト
額
カ
ル
ル
貼
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
」

(
芳
津
公
使
)
で
あ
り
、

(

肘

引

)

(
同
〉
と
評
債
を
高
め
て
い
る
。

メ
ー
ズ
の
園
民
政
府
に
劃
す
る
こ
の

こ
う
し
て
新
任
の
綿
税
務
司
メ

1
ズ
は
、
内
外
の
ほ
と
ん
ど
の
勢
力
が
一
致
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
人
物
と
し
て
、
好
運
な
ス
タ

ー
ト
を
き
っ
た
。
唯
一
の
重
要
な
例
外
は
、
か
ね
て
か
ら
メ
l
ズ
に
反
感
を
示
し
て
き
た
在
華
イ
ギ
リ
ス
資
本
系
の
勢
力
で
あ
る
。
ノ
l
ス
チ

ャ
イ
ナ
デ
イ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
紙
な
ど
は
、
就
任
式
に
お
け
る
メ

l
ズ
の
園
民
黛
政
府
に
劃
す
る
宣
誓
に
つ
い
て
も
、
海
開
制
度
を
政
治
的
紛
糾

(
関
)

に
巻
き
、
込
む
誼
だ
と
非
難
を
加
え
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
非
難
は
大
き
な
影
響
力
を
持
た
ず
に
終
わ
る
。
折
か
ら
公
表
さ
れ
た
一
九
二
八
年
の

海
関
税
牧
が
、
景
気
回
復
に
助
け
ら
れ
「
破
天
荒
ノ

E
額
」
に
達
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
関
税
牧
入
を
償
還
基
金
と
す
る
公
債
の
市
場
取
引
に

(

回

)

封
し
、
今
回
の
綿
税
務
司
交
代
は
「
何
等
ノ
反
響
ナ
キ
」
情
況
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ア
グ
レ
ン
罷
菟
の
際
の
よ
う
な
金
融
界
の
動
揺
が

生
じ
る
徐
地
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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お

わ

り

ア
グ
レ
ン
か
ら
エ
ド
ワ
ー
ド
へ
、

さ
ら
に
メ

l
ズ
へ
と
い
う
綿
税
務
司
の
交
代
は
、
け
っ
し
て
単
な
る
人
事
異
動
で
は
な
く
、
海
闘
行
政
の

あ
り
方
が
根
本
的
に
饗
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
一
意
味
す
る
事
態
で
あ
っ
た
。
外
債
償
還
基
金
の
確
保
を
優
先
さ
せ
る
、
い
わ
ば
列
強
本
位
の

海
闘
行
政
は
も
は
や
過
去
の
も
の
に
な
り
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
中
園
側
の
行
財
政
主
権
を
隼
重
す
る
、
中
園
本
位
の
海
闘
行
政
が
推
進
さ
れ



な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
理
解
し
な
か
っ
た
ア
グ
レ
ン
と
エ
ド
ワ
ー
ド
は
、
職
を
去
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
う
し
た
時
代
の

趨
勢
を
最
も
よ
く
洞
察
し
て
い
た
メ

l
ズ
が
、
最
終
的
に
縛
税
務
司
の
任
に
就
く
こ
と
に
な
る
。
以
上
が
本
稿
の
明
ら
か
に
し
た
第
一
の
貼
で

あ
る
。第

二
に
、
上
記
の
過
程
、
が
、
園
民
革
命
の
進
展
と
園
民
政
府
の
成
立
に
と
も
な
い
な
が
ら
進
行
し
て
い
っ
た
と
い
う
事
責
は
、
一
示
唆
的
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
北
京
政
府
の
ア
グ
レ
ン
罷
兎
事
件
自
睦
、
園
民
革
命
の
高
揚
が
あ
っ
て
始
め
て
起
き
た
事
件
だ
っ
た
、
と
い
え
よ
う
が
、
し
か

し
、
園
民
革
命
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
た
北
京
政
府
の
カ
量
を
以
て
し
て
は
列
強
の
共
同
抗
議
や
経
済
界
の
反
援
に
抗
せ
る
は
ず
も
な
く
、
エ

ド
ワ

l
ド
の
代
行
就
任
と
い
う
中
途
牟
端
な
牧
拾
策
が
採
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
園
民
革
命
の
目
指
し
た
民
族
的
主
権
の
回
復
と
い
う
方
向
に

即
し
た
綿
税
務
司
人
事
は
、
結
局
、
南
京
園
民
政
府
の
下
、
世
論
の
強
力
な
支
持
を
背
景
に
メ
l
ズ
の
任
命
と
い
う
形
で
重
要
な
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
意
味
に
お
い
て
、
園
民
政
府
の
統
治
に
は
、
園
民
革
命
の
高
揚
の
歴
史
的
な
意
義
が
深
く
刻
印
さ
れ

(

卯

〉

て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

-115ー

第
三
に
、
こ
の
よ
う
に
民
族
主
義
的
潮
流
の
撞
頭
す
る
中
園
を
前
に
し
て
、
列
強
の
封
中
園
政
策
も
饗
化
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
そ
れ
に

列
強
相
互
聞
の
封
立
と
牽
制
が
絡
み
、
中
園
に
射
す
る
列
強
協
同
の
内
政
干
渉
行
震
が
成
立
し
難
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
も
、
注
意
し
て
お
き

日
英
聞
の
協
調
の
飽
れ
も
影
響
し
、

-

F

、。

中
れ
、

ν

ア
グ
レ
ン
罷
菟
の
際
に
は
質
現
し
た
協
同
抗
議
が
、

そ
の
後
は

つ
い
に
試
み
ら
れ
ず
に
移
つ

た
。
か
か
る
情
況
は

園
民
政
府
が
そ
の
他
の
課
題
も
含
め
、

民
族
主
義
的
な
外
交
政
策
を
展
開
す
る
有
利
な
僚
件
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る。
最
後
に
、
本
稿
で
は
燭
れ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
で
は
あ
る
が
、
線
税
務
司
な
い
し
は
そ
の
候
補
者
に
な
っ
た
人
物
た
ち
の
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

ー
の
分
析
が
重
要
な
一
一
意
味
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

一
例
を
奉
げ
れ
ば
、

ア
グ
レ
ン
と
エ
ド
ワ
ー
ド
が
い
ず
れ
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
貴

族
の
出
身
で
あ
る
の
に
封
し
、

メ
ー
ズ
の
場
合
、
彼
の
隼
敬
す
る
叔
父
ハ
l
ト
と
同
様
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
出
身
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
貫
は
、

115 

中
園
民
族
主
義
に
劃
す
る
彼
ら
の
理
解
の
相
違
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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」
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史
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』
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。
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∞
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司
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あ
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司
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摘
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年
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・
・
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4
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m
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∞
・

(
6
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査
緋
安
格
聯
読
」

『
展
報
』
一

九
二
七
年
一

月
三

O
日。

冨
曲
目

↓
ω
同

3
r
g臼
O
ロ
M
∞
岳
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司
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融
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那
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。

(
8
〉
『
顧
維
鈎
回
憶
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程
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九
八
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年
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三
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|
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頁
。
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9

)

芳
津
↓
幣
原
第
一
四
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九
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。
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。
¥
H
V
m
w
q
S
H偽
札

匂

HQH内伺』市MMUJHu-
AHAS

l
l
A
H
由]「

(

M

)

芳
淳
↓
幣
原
第
二

O
四
放
電
一
九
二
七
年
二
月
一
一
日
夜
。

(
時
〉
司
H
Z
〉
Z
の
円
〉
円
、
ω
C
H
門
リ
ロ
)
H
W
E
、
H，E
開
Z
O
H
州
、
H，Z
B
の
E
H
Z
〉

回
開
河
〉
問
、
0
・
w
句
。
r
-
P
]戸申
NU可・

(
叩
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口
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芳
津
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幣
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一
九
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電
一
九
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七
年
二
月
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日
設
。

(
四
〉
「
:
:
:
政
府
決
定
隠
付
策
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『
盆
世
報
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一
九
二
七
年
二
月
九
日
、

『
現
代
支
那
之
記
録
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所
枚
。

(
日
)
「
安
格
聯
己
交
卸
」
『
長
報
』
一
九
二
七
年
二
月
一
一
一
目
。

(
初
)
「
易
統
土
己
貸
授
総
税
務
司
」
『
盆
世
報
』
一
九
二
七
年
二
月
三
日

『
現
代
支
那
之
記
録
』
所
枚
。

(
幻
)
「
宋
部
長
針
於
関
政
之
重
要
宣
言
」

八
日
。

『
盆
世
報
』

一
九
二
七
年
二
月
八
日
、

『
現
代
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『
申
報
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一
九
二
八
年
一
月
二
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At the end of the Qing, tenants paid 80 percent in good years,70 percent

in average years, but only 60 percentin bad ones. Around the time of the

Taiping Rebellion 太平天國and the Republican Revolution 辛亥革命, the

rate of farm rent collection was extremely low.
while the rate of de-

linquent rent payments was low at the beginning of Nationalist period,

the rate of rent payments did not improve in terms of the percentage of

the whole actually paid. In the latter half of the 192O's and afterwards,

landlords facedａ crisisin rent management as delinquent rents rapidly

rose

　

under the influence of agricultural panics and other disastrous

events.

JAPAN, BRITAIN, AND THE MARITIME CUSTOM

ADMINISTRATION DURING THE FOUNDING OF

　

THE GOVERNMENT OF NATIONALIST CHINA

　　　　　　　　　　　　

KUBO Toru

　　　

The administrative ideals concerning maritime custom matters in early

modern China indicate in condensed form the political circumstances。

both internal and ｅχternal,of that period. Despite the successive changes

in the Inspector General of Customs during the years 1927―1929, from

F. A. Aglen, to A. H. F. Edwardes, and finally to F. W. Maze, this remains

true without ｅχception. The foreign　powers' system of giving precedence

to an insured fund of money for the sake of the return of responsibilities

for maritime administration became, under heightening Chinese nation-

alism, a thing of the past, and in its stead, the feeling arose むｎthe Chinese

side that ａ Chinese maritime custom administration which respects Chinese

sovereignty in politics and economics must be advanced. F. A. Aglen and

A. H. F. Edwardes, who failed to appreciate this, resigned from their DO-

sition. This led to F. W. Maze, who well discerned the trends of his day,

becoming the Inspector General of Customs. Thus arose the Nationalist

Government, which, as the political force claiming to be able to effect these

changes in maritime customs administration, replaced the Peking Govern｡

ment. Thus the major powers, beginning withf Japan and Britain, who were

- ４－



out of step due to disparitiesin the benefits that they derived from the

01d system of customs, were forced to accept the changes　in maritime

customs administration in China.

THE SUBE'ETEI FAMILY AND THE ESTABLISHMENT

　　　　　　

OF QUBILAI'S POLITICAL POWER

TSUTSUMI Kazuaki

　　

Based on Chinese and Persian language historicalresources,thisstudy

discusses the activitiesof one of Cinggis-qan's four dogs, dorben noqas,

ａ scion of the Siibe'eteifamily, Uriangqadai, and his grandson, Aiu, from

the Mongke period of the Mongol Empire untilthe establishment of Qubilai's

politicalpower. Its conclusions are the following:

　　

(1) Uriangqadai was the military commander of the ke§igof Mongke.

When Mongke ascended the throne, he played ａ major role.

　　

(2) Uriangqadai directed the military　expedition to Yunnan　雲南，

and brought about its pacification.

　　

(3)lt was necessary that Qubilai, for the sake of establishinghis DO-

liticalpower, ally with Uriangqadai and his army. Also, Uriangqadai had

no choice but to cooperate with Qubilai.

　　

(4) After the establishment of Qubilai's politicalpower, Aju became

the ｄｕｙｕａｎｓhｕai　＾元帥,and commanded both the Mongolian and Chinese

armies蒙古，漢軍of Henan　河南.　Thus the relationship between the

Siibe'eteifamily and the Henan area is tracable back to Siibe'etei'stimes.
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